
 
平成22年10月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年11月1日～平成22年4月30日） 

 
平成22年10月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年11月1日～平成22年10月31日） 

 
平成22年10月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年11月1日～平成22年4月30日) 

 
平成22年10月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年11月1日～平成22年10月31日） 

修正の理由 
 当第2四半期連結累計期間の売上高につきましては、主力である住宅事業において工事進行基準の適用による売上高
が予想を上回ったこと等により、前回予想を上回る見込みであります。営業利益、経常利益及び四半期純利益につきまし
ては、工事進行基準の適用及びコストダウンの進展により売上総利益が予想を上回ったことから、前回予想を上回る見込
であります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成21年12月15日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 17,060 △1,830 △2,260 △2,450 △46.00
今回発表予想(B) 19,890 △500 △860 △990 △19.85
増減額(B-A) 2,830 1,330 1,400 1,460
増減率(%) 16.6 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年10月期第2四半期）

20,166 △1,321 △1,751 △1,995 △37.88

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 51,960 3,900 3,100 2,680 43.67
今回発表予想(B) 52,100 4,100 3,300 2,860 46.89
増減額(B-A) 140 200 200 180
増減率(%) 0.3 5.1 6.5 6.7
（ご参考）前期実績 
（平成21年10月期）

52,637 2,574 1,699 1,353 20.46

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,360 △1,830 △2,240 △2,400 △45.10
今回発表予想(B) 15,350 △400 △780 △880 △17.88
増減額(B-A) 2,990 1,430 1,460 1,520
増減率(%) 24.2 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年10月期第2四半期）

15,707 △1,240 △1,715 △1,900 △36.18

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 43,520 3,440 2,670 2,300 36.87
今回発表予想(B) 43,400 3,600 2,840 2,470 39.91
増減額(B-A) △120 160 170 170
増減率(%) △0.3 4.7 6.4 7.4
（ご参考）前期実績 
（平成21年10月期）

44,212 2,386 1,444 1,009 14.31



 通期の連結売上高につきましては、ホテル事業及びビールの需要が回復傾向にあるため、前回予想を上回る見込みで
あります。営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、住宅事業においてコストダウンが順調に進展しているた
め、前回予想を上回る見込であります。 
 当第2四半期累計期間の個別売上高につきましては、工事進行基準の適用による売上高の増加が予想を上回ったこと
等により、前回予想を上回る見込みであります。営業利益、経常利益及び四半期純利益につきましては、工事進行基準の
適用及びコストダウンの進展により売上総利益が予想を上回ったことから、前回予想を上回る見込であります。 
 通期の個別売上高につきましては、受注が予想を下回ったこと等により、前回予想を下回る見込みであります。営業利
益、経常利益及び当期純利益につきましては、コストダウンが順調に進展しているため、前回予想を上回る見込でありま
す。 
 
（注）本資料に記載されている業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上


